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中
西
淳
朗

横
浜
市
金
沢
区
瀬
戸
の
金
龍
禅
院
か
ら
、
近
年
〃
医
方
巻
石
秘
録
〃

と
い
う
処
方
集
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
演
者
は
す
で
に
治
痘
法
と
薫

薬
法
に
関
連
し
て
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
は
こ
の
処
方
集
の

中
か
ら
西
洋
式
外
用
薬
の
古
処
方
三
種
を
紹
介
す
る
。

イ
、
羅
阿
綿
法
（
第
七
十
丁
に
収
載
）

〃
文
仲
伝
、
下
宿
瘡
ノ
腐
蝕
セ
ル
者
ヲ
治
ス
。
紅
花
五
分
、
乳
香
、
没
薬
鼈
、

樟
脳
二
菱
、
右
四
味
嶢
酒
一
合
ニ
テ
煮
七
勺
ヲ
取
り
患
処
ヲ
日
二
三
回
洗
う
。
此

方
紅
毛
人
ノ
伝
フ
ル
所
、
瘡
ノ
腐
蝕
ニ
ハ
必
ラ
ズ
虫
ア
リ
此
薬
ヲ
以
テ
虫
ヲ
殺
ス
ト

一
云
う
Ｏこ

の
処
方
集
の
編
者
・
島
鴻
子
と
い
う
人
は
勉
強
家
で
、
山
脇
東
洋
、

永
富
独
輪
庵
、
和
気
惟
亨
ら
の
書
物
か
ら
の
引
用
も
あ
る
。
従
っ
て
演

者
は
、
こ
の
洋
式
外
用
剤
の
処
方
を
紅
毛
人
か
ら
聞
い
て
伝
え
た
文
仲

な
る
人
物
は
、
東
洋
の
弟
子
栗
山
孝
庵
（
十
八
世
紀
の
長
州
人
）
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。

こ
壁
で
羅
阿
綿
の
こ
と
を
探
索
す
る
。
外
来
語
便
覧
（
小
桜
書
房
）
を

み
る
と
、
ラ
ー
メ
ン
は
ド
イ
ツ
語
と
あ
る
。

コ
ン
サ
イ
ス
独
和
辞
典
を
み
る
と
罰
昌
ｇ
ｇ
は
、
か
ま
ち
、
骨
組
み

の
こ
と
と
あ
る
。
同
書
を
続
い
て
み
て
い
く
と
国
日
ョ
９
．
打
ち
く
だ

一
例
会
抄
録
一

医
方
巻
石
秘
録
に
み
ら
れ
る
洋
式
外
用
薬
に
つ
い
て

く
、
打
ち
固
め
る
と
あ
る
。

こ
の
国
日
日
①
ロ
を
講
談
社
の
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
で
ひ
く
と
、
た
塾
き

壊
す
、
激
し
く
ぶ
つ
け
る
と
あ
る
。

や
っ
と
虫
を
殺
す
に
通
じ
る
語
に
達
し
た
。
シ
フ
ィ
リ
ス
命
名
者
フ

ラ
カ
ス
ト
ロ
の
接
触
物
質
（
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
）
説
が
、
二
百
年
以
上
前
に

日
本
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
研
究
を
要
す
る
。

因
み
に
、
中
華
そ
ば
の
ラ
ー
メ
ン
（
拉
麺
）
は
横
文
字
で
か
く
と

面
目
団
目
と
な
る
そ
う
で
あ
る
。

ロ
、
ハ
シ
リ
コ
ン
法
（
第
七
十
四
丁
）

処
方
は
〃
黄
蝋
一
一
百
目
、
胡
麻
油
百
目
一
升
也
、
チ
ャ
ン
百
六
十
目
、
松
脂
八
十
目
、

マ
ン
テ
ィ
カ
八
十
目
。

チ
ャ
ン
は
瀝
青
・
レ
ジ
ン
の
こ
と
で
エ
ー
ゲ
海
キ
オ
ス
島
の
も
の
を

良
と
す
る
。
橋
本
宗
吉
は
「
瀝
青
：
蘭
ペ
キ
、
羅
ピ
ク
ス
、
多
脂
の
樹

木
よ
り
採
り
た
る
脂
な
り
。
松
、
樅
及
び
テ
レ
メ
ン
チ
ナ
の
木
よ
り
火

を
用
い
て
流
れ
出
せ
る
を
採
る
」
と
『
三
法
方
典
」
に
書
い
て
い
る
。

マ
ン
テ
ィ
カ
（
ン
号
扇
印
昌
冒
の
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
は
豚
脂
で
あ
る
。

こ
の
ハ
シ
リ
コ
ン
方
は
、
イ
ン
ク
エ
ン
ト
・
バ
ジ
リ
コ
ン
と
か
イ
ン

ク
エ
ン
ト
・
バ
ジ
リ
コ
ム
と
か
云
わ
れ
る
処
方
が
多
い
。
成
分
分
量
の

差
に
よ
り
硬
軟
二
種
と
な
る
。

硬
い
方
を
岩
熊
哲
氏
は
貴
要
軟
膏
と
よ
び
、
軟
い
方
を
橋
本
宗
吉
は

君
主
膏
と
呼
ん
で
い
る
。
前
出
の
処
方
は
中
間
の
型
、
即
ち
吉
雄
流
処

方
の
変
法
と
考
え
ら
れ
る
。

バ
ジ
リ
コ
は
神
殿
建
築
の
用
語
の
よ
う
で
あ
る
。
ハ
シ
リ
コ
Ⅱ
ハ
シ

リ
コ
ン
Ⅱ
莨
若
根
Ⅱ
タ
バ
コ
根
と
飛
躍
し
、
タ
バ
コ
の
葉
を
加
え
た
変
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法
も
あ
る
（
群
馬
県
勢
多
郡
富
士
見
村
・
船
津
氏
所
蔵
の
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」

に
収
載
）
。

ハ
、
カ
ン
フ
ラ
法
（
第
七
十
四
丁
）

処
方
〃
白
蝋
二
百
目
、
胡
麻
油
百
八
十
目
、
唐
土
三
百
目
、
マ
ン
テ
イ
カ
一
斤
、

片
臘
二
千
四
目
、
椰
子
油
二
十
四
目
。

ま
ず
椰
子
油
、
白
蝋
、
胡
麻
油
を
弱
く
煎
じ
後
に
唐
土
、
片
臘
を
加

え
強
火
で
煮
る
と
あ
る
。
マ
ン
テ
イ
カ
は
最
後
に
入
れ
る
ら
し
い
。

椰
子
油
も
入
る
の
で
ま
ず
ポ
ル
ト
ガ
ル
流
で
あ
る
。

「
吉
雄
紅
毛
膏
薬
書
」
で
は
植
物
油
が
茨
の
油
に
変
っ
て
お
り
且
つ

マ
ン
テ
イ
カ
を
使
用
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
豚
脂
は
意
外
と
寿
命
は

永
く
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
一
九
七
○
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
蛍
に
報
告
し
た
ハ
シ
リ
コ
ン
法
、
カ
ン
フ
ラ
法
は
共
に
切
創
用
の

外
用
薬
処
方
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
月
刊
「
皮
膚
病
診

療
」
第
二
十
三
巻
第
二
、
三
、
四
号
三
○
○
一
）
協
和
企
画
、
に
〃
外

用
剤
の
洋
式
古
処
方
あ
れ
こ
れ
″
と
題
し
て
連
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参

照
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
平
成
十
二
年
十
一
月
例
会
）

吉
益
脩
夫
ｌ
断
種
法
を
め
ぐ
る
人
び
と
（
そ
の
四
）
Ｉ

岡
田
靖
雄

し
ゅ
う
ふ

吉
益
脩
夫
は
、
吉
益
東
洞
か
ら
七
代
目
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
東
洞

ｌ
猷
（
字
修
夫
）
ｌ
順
（
猷
の
第
二
女
の
夫
）
ｌ
震
（
猷
第
一
女
の
子
）
ｌ
鐵
太

郎
（
震
の
娘
の
夫
）
ｌ
雄
太
郎
ｌ
脩
夫
と
つ
づ
く
医
家
で
あ
る
。

一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
七
月
二
日
、
岐
阜
県
大
垣
市
に
う
ま

れ
た
。
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
三
月
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒

業
、
同
級
に
小
林
芳
人
、
前
田
忠
重
が
い
た
。
精
神
病
学
教
室
（
呉
秀

三
教
授
↓
三
宅
鑛
一
教
授
）
に
は
い
る
。
一
九
二
五
’
二
六
年
、
東
京
府

立
松
沢
病
院
医
員
。
一
九
二
七
年
九
月
か
ら
、
司
法
省
よ
り
受
刑
者
の

精
神
考
査
を
嘱
託
さ
れ
た
。
一
九
三
六
年
（
昭
和
二
年
）
三
月
、
東
京

帝
国
大
学
医
学
部
講
師
、
同
四
月
脳
研
究
室
第
二
部
主
班
。
一
九
四
五

年
脳
研
究
室
助
教
授
、
一
九
五
六
年
脳
研
究
施
設
教
授
。
一
九
六
○
年

（
昭
和
三
五
年
）
三
月
脳
研
究
施
設
を
定
年
退
官
し
、
四
月
東
京
医
科
大

学
医
学
部
附
属
総
合
法
医
学
研
究
施
設
犯
罪
心
理
部
門
教
授
。
一
九
六

五
年
三
月
定
年
退
官
。
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
七
月
一
四
日
死

去
、
七
五
歳
。

や
せ
型
で
、
結
核
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
。
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て
い

な
が
ら
、
せ
っ
か
ち
な
人
柄
。
脳
研
究
施
設
で
は
小
川
鼎
三
先
生
と
い

っ
し
ょ
で
、
お
二
人
の
と
ぼ
け
た
会
話
は
、
吉
益
門
下
の
小
木
貞
孝
氏

（
加
賀
乙
彦
）
の
頭
医
者
も
の
に
え
が
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

仕
事
の
中
心
は
犯
罪
精
神
医
学
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
に
医
学
博
士

の
学
位
を
取
得
し
た
学
位
論
文
「
精
神
病
質
の
遺
伝
生
物
学
的
考
察
」

（
一
九
四
一
年
）
は
、
双
生
児
法
に
よ
る
本
格
的
な
精
神
疾
患
研
究
の
最

初
の
も
の
で
あ
る
。
犯
罪
始
期
、
犯
罪
の
反
復
と
間
隔
、
犯
罪
の
方
向

（
単
一
方
向
、
同
種
方
向
、
異
種
方
向
、
多
種
方
向
）
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
、
た
と
え
ば
早
発
ｌ
異
種
方
向
ｌ
持
続
型
な
ど
と
犯
罪
者
を
分
類


